
FUTURE DESIGN
（多様な学びプロジェクト）

学校外で育つ子も

豊かに育てる社会をつくりたい

２０１７年に不登校の子どもを持つ母親がプロジェクトを立ち上げる



不登校の子どもの約9割は家で過ごす

在宅

86.5%
適応指導教室

10.2%

フリースクール

3.3%

グラフ：2015年度 不登校小中学生12万6009人の内訳文科省統計よりFUTURE DESIGN作成

2015年度不登校児童生徒割合

フリースクールなどの居場所に通っている子は１割に留まる



75%

25%

（ 2018年不登校児童生徒数100人にアンケート）

質問：平日の昼間に行ける場所があったら行きたい？

７５％の子どもが「はい」と回答しています。

はい

いいえ 1位 休みたい、ゴロゴロしたい
2位 「学校どうしたの？」と言われるのが嫌だから
3位 学校の子に会いたくないから

外部の目が気にならないならば、
外に出たい可能性あり

※「いいえ」と答えた理由



①平日昼間に子どもが立寄れる居場所にステッカーを貼る

■ウェブサイト「街のとまり木」でステッカー貼付け場所を紹介中

URL：https://tomarigi.online/

https://tomarigi.online/


ロゴマークのデザインは

 「鳥」=子ども

 「木」=立ち寄れる場所

をイメージしています。

地域の「居場所」にとまり木ステッカー

鳥が羽を休めるための「とまり木」を
自由に選べるように、子ども達も学べ
る場所、心休まる場所を自由に選べる
ようにとの思いが込められていま

す。



②とまり木を活用した子どもの居場所を運営

・コドモ農業大学（写真左）＠上尾市かしの木ファーム

・コドモギルド（写真右）＠さいたま市子ども家庭総合センターあいぱれっと



様々な分野の団体がつながれば、、、

⇨ 子どもたちが自分の過ごしたいと思える場所の選択肢が増える

⇨ 遊び・学び・食など多角的に子どもをサポートできる

⇨ 自団体では解決できない問題を専門分野の方に相談できる

他団体と連携してできること


